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　従来、透明視 の 研 究は透 けて い る 面が前方 に 浮

かび上がる現象として、透明視現象 における面積

要因 とそ の 知 覚構造、透明視現象と Lightnessの

知覚な どの 研 究がされ て き た （野 R および元木、

1973 ） また、透明視現象には前後視が伴 う こ と

や （古崎、1988 ）、透明視 に及 ぼす照 明条件 の

影響と し て 透明感の 印象がみえ の 白さの 変化に依

存 して変化する傾向があ り 、透明視 と白さの 関係

が指摘された （古崎、1989 ）。

　 　 【圏的】

　透明 に 見え る とい う こ と は、透明な面を通 して

そ の 向こ う に あ る もの が見え る こ とで あ る が、本

研究で は、面が知覚され 、次 に その 面 の 後方 に あ

る も の が見 え る か ど う か が、そ の 面 が 透 明 に 見 え

る かどうか に 関係 し て い る こ とを明 らか に す る 。

本実験 で は、二 次元平面 に 描 かれた 三 次元立体合

成図形 （図 1）に お い て 透 明視が成立す る 条件 を

図形各部 （図 1における A ， B ，
　 C

，
　 D ）の 輝度

関係か ら求め 、奥行感 と透明視現象 の関連に つ い

て考察 しよ うとする もの である。

　　 【実験】

刺激と装置 ：　 視覚刺激と して 図 1に 示すよ うな

図形をCRT画面上 に提示する。図形は台 の 中央 に

長方形の衝立を立て た もの で ある 。 衝立に よ り台

は手前側と後ろ側に分けられる 。 台は厚さと奥行

感を与え る作図とな っ て い る 。 視覚刺激は図 1に

示すよ うに台手前 A ・衝立 B ・台奥C ・背景 D の 4
領域か らなる。A ，　 B 各部分の輝度値は 84．2cd

／  ，23．O　cd ／m
’
、Cに 対し て は 5．83〜84．23

cd〆r  の 間 に 7段階 の 輝度値が設定 された。また、

背景部分、D、に は 白 123 ．4　cd ／  と黒 5．8　cd

／  が用 い られた。

実験 画面 は、幅 25．6cm 、高 さ 19．25cm 、被験者

か ら110cm 、視野角 10
°

に 設定され、暗室箱で

囲まれて い る （図 2） 。

図 1　 実験画面

刺激図形は 「横 に 長 い 衝立＝B ＋ C 」 が 「奥 に長 い 台

　＝A ＋ Cj の 上 に 立 た せ て あ る状況 に ある。
　 D一白色 また は 黒 色の 背蟹 ； A ＝台の 手 前部 分 ； B ＝

衝 立部 分 ； C ＝台の 奥部 分。

　実験 で は、A と B の 明る さを一定 に保 ち、　 C の 明 る

　さ を変 え る こ とで、B の 見 え 方 の 変化 を Bが 「透 明

　に見 え るか 否 か 」 二 件法で 反 応を 求 め る。

CRT

図 2　実験装置 （よ こ断面 図）

　m ン ピ ュ
ータ HD は Power 　Mac7100

，ア ッ ：プル 社、
CRTデ ィス プ レは Flex　Scan　56丁S，ナ ナ オ 社 を 使用。

暗室 箱の 幅 と高 さ 75cm 、奥行 138cm 、内壁ベ ル ベ

　ッ ト貼 り。

手順 ：　 各背景色 の 白 と 黒 に お い て 、二 つ の 図形

の璽な り部分 で あ る 台奥部分 C の 明る さを変え．

衝立部分 B が透明に 見える条件を 4領域の輝度関

係か ら考察す る eC の部分 が 7段階 の 輝度値を持
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つ 刺激図形が ラ ン ダ ム に 10 回繰 り返 し提示され、

計 70試行 が行わ れた。被験者 は 両 眼 自由視で刺

激図形を観察 し、台 の 上 の 衝 立部 分 B が 『透明 に

見える』か、ある い は 『透明に見えな い 湿か 、い

ずれかを、それぞれ に 対応 す る ボ タ ン を押す こ と

に よ っ て 反応 し た 。

被験者は 5名 、視力 正常、年齢は 19〜20 才。

明 る さの 関係に お い て 背景 の 明 る さの 影 響を うけ、

背景や図形の 他の 部 分 に 対 し 対比の 関係 に ある こ

とが奥行 感を得 る条件 とな る。奥行感が 成立する

と、そ の 重な り部分 を取 り囲ん で い る図形が透明

に 見 え る 。
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　　　【結果と考察】　　　　　　　　　　　　　　 1．O
　図 3は、刺激 図形 の 背景 D の 白 ・黒 をパ ラ メ ー

タ に、二 つ の図形の重な り部分で ある台奥部分 C　ε
の 輝度値をかえた時 、衝立 B が透明に 見 え る 反応 　癬

比率 r を示 し た もの で ある 。 結果は白背 景と黒背 　潔

景 で 透 明感反応比率が反転 して い る。すなわち・　 OS　O．5
台奥C の輝度が低 い （C 〈 23 ．Ocd ／  〉場合、　 罎

反応比 率rは 白背景 で 高く、台奥 C の 輝度が高い

（C ＞ 23 ．Ocd ／   ）場 合、反 応比率 rは 黒 背景 　S
で 高 くな る。 こ れ は 、図形の 重な り部分 C に 背景　倒

色 D の 影響が ある こ とを 示 す。透明感 反 応 比 率 r

1．0 の 刺激図 形 に お い て 、各図 形間 の 明 る さの 状

況 は 、白背景の 場合 、透明 に 見 える衝 立 B は黒 っ

ぼく見える。そ して 、衝立 B と重な っ て 衝立 を 通

して見える台の奥部分 C は、衝立 B より暗く見え

て い る 。 白背景の とき、重 な り部分 で あ る 台の 奥

部分 C はよ り暗 く見 え る 。 黒背景の場合、各図形

間の 明る さ状況は逆の こ とが観察できる 。 こ れ ら

の 図形間 の 明る さ関係は、対比 の 関係にある。

また．透明感反応比 率 Or （台奥の輝度 C ＝ 23 ．O
cd ／  また は 84．2　cd ／  ）と は t 透明視現象の 図

形条件で あ る 重な り部分 に つ い て 、実験 の 刺激図

形 に お い て 衝 立部分 B と台部分 の 重な り部分で あ

る C が提示 され て い な い 状況を示す。すなわ ち、

台部分 または衝立部分の どちらか が均一の 輝度で

提示 さ れ て い る 状況 で あり、そ の 場合は 透 明 感 反

応 比率 rO と み なす こ と に つ い て 、被験 者 に は事

前に 説明 して い る。

さ らに 、台の部分は、衝立 B に よ っ て手前側 A と

奥側 C に分断されて い る わけで 、衝立 を通 して 奥

側が見える とき、背景色 D に関わ らず、台の 手前

A よ り奥側 C の方が暗く、衝立 B の位置より奥へ

遠近感が認め られ る 。 台の 手前か ら奥 へ
一

体 とな

っ て つ ながる奥行感が 生 じる。こ の よ うな条件下

に お い て 、台の 奥行が立体的 に 認め られ ると、衝

立も台 の上 に立 っ た状態に見え 、透明 な衝立 が観

察 で きる。

　 二 次元平面 に描 かれた 三 次元 立体合 成図形 に お

い て 、二 つ の 物体が重な っ て 見 え る 部 分は、図形

間 の 奥行を決め る要 因となる。その 重な り部分 は、

　　 0　　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　 100
　　　　　　　　　　　 台奥 の 輝度 　　　　 cd ／m

）

図 3　台奥 の 輝度と衝 立 の 透 明感 反応比 率（r）の 関係

　縦軸 は 被験者 5人の 反応比率の 平均を示 す。平均値の 標準

　偏差は O．49 −−Oの 範囲 。 標準偏差 の 大 き い と こ ろ とは，B

　 とCの 明 る さ が 反 対 傾 向 に あ る 場合で 、Bが 明 る く見 え C
　 の 輝度 が 低い 時．お よ び そ の 逆 の 時で 、基 準 の と り方 が

　変化 しやす く反 応 が安定 しな くな る と こ ろ で あ る。

　驪 は B が 透 明 に 見 な い C の 輝 度を 示 す。
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